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「秘密」が生むマチのコミュニティ
一般の部　金賞　市川　雅也（立命館大学大学院 M1 年）（右）

久保田貴大（立命館大学大学院 M2 年）（左）

　このたび、審査委員長の島田陽先生はじめ、審査員の皆様にさ
まざまな議論と評価をしていただき、金賞をいただけたことを大
変嬉しく思うとともに、このような議論の場の設営だけでなく、
コンペを開催していただいたJIA東海支部関係者の皆様、本当に
ありがとうございました。
　JIA東海支部設計競技は、私たち2人とも愛知県の出身である
ことに加え、歴史ある設計競技でありながら、毎年抽象的な課題
の中で自由な提案からさまざまな可能性を引き出す面白みがあ
るコンペとして注目していました。
◉広域の視点で課題を解釈

　そうしたなか、今年の課題は「特定秘密保護住宅」という例年に
も増して抽象的でとらえにくい課題であり、「現在の住宅はすで
に内に閉じ、多くの秘密を隠（保護）しているのではないか？」と
いった課題に対する疑問も同時に浮かび、住宅という既存の枠組
みにとらわれない広域の視点をもった解釈の必要性を感じまし
た。
　大学院ではランドスケープと建築の領域横断的なデザインに
ついて思考をしていることもあり、秘密を保護する住宅の存在に
よっていかにマチや周辺環境を変えることができるのか？ 特定
秘密保護住宅といった考え方によって、今までにはない景色やコ
ミュニティをつくることができるのではないか？  といったマ
チを変えるきっかけとして課題をとらえ直すことで、未来を描こ
うと楽しみながら初めてこの設計競技に参加をさせていただき
ました。
　最終的な提案では一つひとつの住宅で秘密を保護するのでは
なく、マチ全体で秘密を保護する場を計画し、秘密を共有するこ
とによって生まれる一体感であったり、共生の意識によってコ
ミュニティを顕在化することができると考え、各住宅の離れのよ
うな存在をマチにつくる提案をしました。秘密を「各住宅に眠っ
ている使われないモノ」としてとらえ、それらを持ち寄る場をつ
くることで、マチでモノの循環を引き起こしたり、集めるものに
よってマチごとに特徴が生まれたりしていきます。自然発生的に
生まれたアイデンティティはさらにそのマチごとの共生意識を
持たせながら、誇りとなり、秘密を介して、まちのよりどころへと
変化をしていくと考えました。
◉プレゼンの重要性を実感

　今年度は一次審査に加え、プレゼンテーションの場と質疑の場
があったことで、課題に対して自分たちがいかに解釈をし、可能
性を見つけ出したか、提案する意義を伝え、じっくり議論するこ

ともできました。また、これまでにも増して各提案の面白みや課
題に対する審査員のとらえ方を聞くことができ、非常に貴重な経
験にもなりました。なかなかプレゼンテーションだけでは伝えき
れず、口頭で思いを説明していくなかで評価をしていただいた面
もあり、紙面という手段だけでなく、実際の目や口で相手に伝え
ることの重要性を感じた反面、紙面を見ただけでも世界観が伝わ
るようなプレゼンテーションのスキルがまだまだ足りていない
という課題も見つけることができました。
　こうしたコンペでの課題をきっかけとし、常に新しい建築の提
案だけでなく都市に波及していくような広がりのある提案まで
を形にしてく姿勢を今後も大切にしていきたいと思いますし、ま
た来年度もぜひこのJIA東海支部設計競技に参加をし、新しい審
査員の下、プレゼンテーションの機会を得ることができるよう取
り組んでいきたいと思います。

作品名「浮かび上がる隠された場所」
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　東日本大震災以降、われわれ日建設計
のボランティア部は「逃げ地図」という地
図の表記方法を開発し、被災地や南海トラ
フ大地震が予想されている未災地にて、地
域住民とともにその地域の「逃げ地図」を
作成するワークショップを開催してきま
した。
　「逃げ地図」はこれまでの津波ハザード
マップとは異なり、浸水域から高台までの
避難経路と、避難に必要な時間を表現し
た地図です。浸水域以上の高台の目標地
点から逆算し、単位時間ごとに色分けし表
現します。避難の際には普段のようにス
ムーズに移動できないと想定し、後期高齢
者の歩行速度を基準にしています。後期
高齢者が10%勾配の坂を上る速度で3分間
に進めるのは129mと算出できることから
（注1）、3分間（129m）ごとに色を分けて塗
ります。高台まで0～3分（0～129m）かか
る道を安全に感じる緑、4 ～6分（129 ～
258m）かかる道を黄緑、7 ～9分（258 ～
387m）を黄色、10～12分（387 ～516m）を
橙色、12 ～15分（516 ～645m）を赤、16 ～
18分（645 ～774m）を紫、19 ～21分（774

～903m）を茶、22～24分（903 ～1032m）を
黒、というように、時間がかかるほど危険
を感じる色で表現した地図です。避難時間
の可視化は、逃げ遅れるリスクの可視化で
もあります。これにより逃げやすい場所、
逃げにくい場所が一目で分かる地図にな
ります。
　地域の避難についての性状が分かるよ
うになると、少しでも逃げやすくしようと
する意識が働きます。ワークショップの参
加者を見ていると、緑に近い色を増やそう
とする意識が自ずと働くようで、避難ポイ
ントを増やせば緑色が増え、近道ができた
ら赤が黄色になるとか、黒い地域のために
避難タワーが必要なのではないかなど、議
論が自然と始まるのです。「現状より人が
避難しやすい街にするにはどうしたらい
いか」というシンプルな目標に向け、逃げ
地図をプラットフォームとして、フラット
で建設的な議論が始まります。
　地域によってはこうした議論が実際の
活動に反映され、高台に上る手すりつきの
階段が設置されたり、住民同士が話し合
い、避難の際に隣家の壁を乗り越える階段

が設置されたり、倒れやすいブロック塀か
らアルミの軽い柵につくり替えたりする
例が出てきています。
　こうした活動が次第に注目され、ホンダ
のカーナビの機能に応用されたり、各地で
開催される防災や地図関連のシンポジウム
に登壇を依頼される機会が増えました。そ
こで他業種の方からよく言われるのが、「わ
れわれの職能からの発想ではつくることが
できなかった地図だ」という感想です。
　思い起こせば、「逃げ地図」は、被災地に
何かできないかと考えたときに、われわれ
自身が被災地の現状のリスクが具体的に
は分からず、まずは被災地の現実を知ろう
と試みたことから思いついたものだった
のです。それが余震で行方不明者の捜索
もままならならず、これからどうしらいい
か話し合いも進まない人たちの不安を低
減する情報となることも分かり、現地で
ワークショップをすることにつながって
いったのです。
　建築を設計するわれわれは、コンタ模型
で地形を正確に表現することや、街の模型
でスケール感を把握すること、プロジェク
トの予算からグレードを設定することな
ども自然に行っていますが、必要な手立て
を考えるために現状を把握する、そのため
に模型や図面などの情報で可視化すると
いうのは、意外と特殊な能力なのかもしれ
ません。
　被災地では今も、生活再建、復興には不
安が常に付きまとっています。そんな中
で、現状を的確に認識し合うことが、茫漠
とした不安を、具体的な心配事に変えてい
く一つの筋道です。具体的な行動の足掛
かりとなる情報を示し、意見を抽出し取り
まとめる能力をわれわれの職能は有して
います。被災という経験を学びに変え、職
能の応用可能性を考えてみることは、今後
の建築界にとっても思いの外重要なこと
なのではないかと思い始めています。

地域住民との「逃げ地図」づくりを通じ
職能生かす

JIA 関東甲信越支部　日建設計 設計部 主管　羽鳥 達也

東北からのメッセージ

注1：歩行速度は「高齢者・障害者の道路交通計画」
（秋山哲夫ほか）より引用。勾配による速度の低減
率においては「心拍数から見た山林労働者の歩行
負担（２）」（京都大学和歌山演習林における実験
例）を参考とした。

ワークショップの様子。
参加者たちは手に色えんぴつを持つ

神奈川県鎌倉市材木座で作成した逃げ地図
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写真２：ポリエチレン管（東邦ガスホームページ）

写真１：NS 継手（日本
ダクタイル鉄管協会）

　生活に必須なライフラインの一部であ
る、上水道、都市ガスは地中埋設管により
広範なネットワークを形成している。南海
トラフ巨大地震に向けて、地中埋設管の耐
震性の向上およびそのネットワークの冗
長性の向上が重要な課題となっている。
　地中埋設管の被害は、1964年新潟地震
が契機となり、1995年兵庫県南部地震など
の巨大地震での経験から、被害の起きやす
い箇所・管種の分析が進んできた。埋設管
は地震時に地盤の動きに追随するが、それ
ゆえ管が持つ変位能力を超えた地盤変状
が起こると被害が発生する。よって地震時
に大きな地盤変状（液状化、地すべり）を
伴う地盤、または近い距離で地盤変状に大
きな差が生じる地形（造成地における切
盛境界）で被害が多く発生している。また
管の種類については、昭和30年代頃に用い
られていた石綿セメント管（水道）、ねず
み鋳鉄管（都市ガス）などは、脆性的で折
れやすい性質を持っており、継手部の接合
方式が古い鋳鉄管（水道、都市ガス）では、
抜出し防止機構を有しておらず、地震時の
地盤変状により継手部に被害を生じるこ
とがある。
　東北地方太平洋沖地震にて、宮城県上

水道の送水管において、地盤変状に伴う継
手部の抜出し被害が発生し、被害箇所より
北側では広範囲で水道の供給が途絶した
（図1）。送水管のような基幹となる管路で
は、管自体の耐震性を高めることと同時
に、ループ化や二重化などの冗長性を向上
させる対策も重要となる。
　中京圏の状況について、愛知県水道用
水では現在、浄水場間の管路を繋ぐ工事を
行っており、これによって地震災害時や事
故時など非常時に広域的な水運用が可能
となる。都市ガスについては、輸送幹線の
環状化によりネットワークの冗長性が確
保されている、また2013年には、知多市と
四日市市を結ぶ海底導管「伊勢湾横断パ
イプライン」が完成している。
　埋設管の耐震対策については、先述した
ような継手部の抜出し被害を防ぐため、水
道業界では「NS型ダクタイル鋳鉄管」への
入替が進んでいる。これは継手部に大きな
伸縮性および可とう性をもつ材料で、施工
も容易である（写真１）。また都市ガス業界
では、圧力の低い管に対しては、軽量で可
とう性を有する「ポリエチレン管」への入
替を、圧力の高い管に対しては溶接鋼管を
導入している（写真２）。これらは継手部を

溶接することにより管と一体化させ、弱点
となる継手部分を無くすことができる。
　これらの管種は、東北地方太平洋沖地震
においてもほとんど被害が生じず、高い耐
震性が実証されている。現状、水道基幹管
路の耐震適合率は34.5％１）、都市ガス本支
管の耐震化率は80.6％２）であり、今後も耐
震管への入替を進めていく必要があるが、
大延長となるため対策箇所の優先順位付
けが重要となる。特に液状化による被害が
甚大となる恐れがあるため、液状化発生地
区を予測できれば貴重な情報となる。しか
し国・自治体から公表される被害予測で
は濃尾平野西側は液状化危険度が高いエ
リアがほとんどであり、対策優先箇所の絞
り込みは困難に思われる（図２）。工学的基
盤面の傾斜、表層地盤の地層構成、過去地
震における液状化履歴などのさまざまな
面から液状化地区の絞り込みを行い、地中
埋設管の対策優先順位付けの一助となる
研究を進めていきたい。
　地震時に水道、都市ガスの供給が途絶
することやその後の復旧が遅れることで、
人命、地震後の生活へ与える影響が大きく
なる。地中埋設管の耐震化を進め被害を最
小限に抑えること、そして被害が発生した
場合でも、ネットワークのループ化、複線
化により別ルートから供給を可能にする
など、被害の影響を最小限に抑える取り組
みが引き続き今後も求められる。

地中埋設管の被害を考える

名古屋大学減災連携研究センター　ライフライン地盤防災寄附研究部門

野中 俊宏

東海の減災を考える—名古屋大学減災連携研究センターからの提言〈12回シリーズ⑨〉

1）	厚生労働省、重要給水施設管路の耐震化に係る
調査結果（平 成25年度）

2）	日本ガス業界、都市ガス業界における地震・防
災対策の取り組みについて

図１：仙南・仙塩広域水道用水供給事業概要図（厚生労働省：「平
成 23 年度東日本大震災水道施設被害等現地調査団報告書」）

図２：5 地震参考モデルの地震の液状化危険度（愛知県：「平成 23
年度～ 25 年度愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調
査報告書」）
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保存情報　第 160 回　JIA 愛知保存研究会

データ発掘（お気に入りの歴史的環境調査）

朝日町資料館（旧朝日町役場）

明治用水旧堰堤（えんてい）

登録有形文化財

改修ではなかろうか。ちなみに天井は踏上天井
で、当初の天井高は約八尺である。
　二階は議場、会議室と倉庫で、全域棹縁天
井、天井高は約七尺と低く、会議室の現状が畳
敷であることからみて座式だっただろうか。
　このように朝日町資料館は、小屋組にトラスを
用いているものの和風の要素を色濃く残しており、
同年建築の旧明村役場（201206　既報）と好一対
をなしている。

■紹介者コメント
　朝日町は中心部を旧東海道が貫き、四日市・桑
名両宿の間の宿で焼き蛤を売る茶屋もあったよう
だ。現状の街区はこの東海道沿いに並ぶ縄生
（なお）、小向（おぶけ）、柿、埋縄（うずなわ）など
の字からなる旧街区と、北西部の丘陵地におけ
る宅地造成により生まれた新街区からなっている。
　朝日資料館は大正5（1916）年に朝日村役場と
して建設された。昭和37（1962）年まで町役場と
して使用され、その後公民館を経て、現在は資
料館として利用されている。この間役場時代はも
ちろんのこと公民館、資料館への用途変更に伴
い、そのつど改変を加えている。
　敷地は旧街道から少し南下したところにあり、

建物は西（南西）面して建つ木造二階建てであ
る。建物の祖形は、平面形が桁行七間半、梁間
四間の総二階建てで、一階では正面に切妻桟
瓦葺の車寄が取り付き、背面側で二間幅の押入
を突出させている。
　外壁は下見板張ペンキ塗。外部建具は一部ア
ルミサッシュに改修されているが、当初は引違硝
子窓で、雨戸を建てていた。屋根は寄棟造桟瓦
葺である。
　内部は、一階では過半を執務室とし、階段に
通じる廊下を挟み村長室と宿直室を配する。執
務室の現状は、板敷の床切り下げに伴い、東・南
面の硝子窓を八寸ほど下げている。この改修は
町役場時代の座式から椅子式への変化に伴う

正面全景。車寄は移設、下屋は増築 執務室南外観。胴差に一筋跡がみられ当初の
窓内法が判る

一階内部。執務室では補強柱が林立するが、
耐震要素とはなっていない

■発掘者のコメント
　愛知県豊田市にある矢作川中流に明治用水
堰堤があり、その水頭首工の上流におよそ100
年前の旧堰堤が残っている。左岸に幅3m、長さ
30mほどの水路のような石張りの船通閘門と川の
中央に向かって石張りの排砂門5門跡、右岸川
面に幅10m、長さ80mほどの堤防が浮かんでい
る。昭和33（1958）年に新頭首工が完成し、この
旧堰堤は取り壊しされたが堅牢なため壊しきれず
現在に残っている。
　明治用水は江戸末期、都築弥厚が計画したこ
とに始まり、伊与田八郎、岡本兵松らによって受
け継がれ明治14（1880）年初代堰堤は出来上
がった。前述の旧堰堤は2代目堰堤で人造石（長

七たたき）発明者の服部長七によって明治34
（1901）年に筏通し、放水門2門、排砂門5門が
つくられ、船通閘門は明治39（1906）年完成し
た。陸上交通が発達するまで、矢作川は物資輸
送の大動脈で海産物・薪炭・木材などが船や筏で
運ばれ、船通しを通過するのに時間がかかるの
で旅館・店舗もでき賑わいをみせた。この頭首工
は人造石による大規模な堰堤の現存する唯一の
例として平成19（2007）年「土木学会選奨土木
遺産」に認定された。
　服部長七の「長七たたき」と呼ぶ人造石による
建造物は愛知県をはじめ全国各地につくられお
り、彼は明治用水の各所、愛知県岡崎町夫婦
橋、名古屋市庄内用水元杁樋門、名古屋築港、

四日市港の潮吹き防波堤、広島県宇品新開・築港
（現広島港）などを手がけた。
　「長七たたき」の技法はセメント、コンクリートの発
達により採用がなくなったが、非常に堅牢で耐久性
があることから、カンボジアの世界遺産であるアン
コール遺産の日本チーム修復工事に採用された。
エコロジカルなこの工法を見直したいものである。

林　廣伸｜林廣伸建築事務所

上｜全景　下左から｜丁寧なつくりの石積み　排砂門と船通閘門　当時の面影（現地の説明看板にあった写真）

高畑 荒子

南荒子
荒子4丁目

地下鉄
東山線

あおなみ線
至名古屋駅

●荒子観音

新居町

浜名湖

東海道新幹線

東海道
1

●新居図書館

愛知環状鉄道線

三河豊田

豊田東 JCT
水源橋

山室橋

至新豊田

矢作川

明治用水旧堰堤

所在地：愛知県豊田市室町7丁目（矢作川河川内、明治
用水新堰堤北）
年代：明治39（1906）年完成
アクセス：愛知環状鉄道・三河豊田
駅下車、バス「豊田記念病院行き」平
和町下車、徒歩15分

鈴木祥司｜アトリエ祥建築設計

所在地：三重県三重郡朝日町大字小向
872
登録番号：24-0023
年代：大正5（1916）年
アクセス：近鉄「伊勢朝日」下車、徒歩５分
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理  事  会  レ  ポ  ー  ト

　2014年12月17日の第223回理事会当日はとても寒い日となり、新
幹線も雪のため遅れが出ていました。その影響で遅刻・欠席が目立
ち、開催時点では24名中14名の出席で何とか理事会が成立すると
いう状況でした。議題が多い中、フェロー会員の寄付の件、全国会
議、特に災害対策会議と環境会議のゲストとの議論で多くの時間
を費やしました。

【審議事項】
1．入退会承認の件（筒井専務理事、浅尾事務局次長）
　新規入会希望：正会員2名、準会員；ジュニア15名、学生1名、協
力会員：法人6名、個人1名、会員種別変更：旧協力会員→専門1名、
正会員→シニア2名、退会希望：正会員9名、ジュニア1名、法人協力
1名。退会希望のジュニア会員は正会員への手続き中、退会か移行
か入会金の減免は？と協議になり保留。ジュニア会員の退会を保
留とし、他の入退会を承認
2．フェロー会員推挙承認の件（道家フェローシップ委員会委員長）
　一次推薦の第2弾として2月末に受付け、本年度の最終締め切り
とする。また寄付の意義付け、および寄付の使途を明確にする。来
年の総会で披露したいので、今回承認ではなく確認のみとする。
3．選挙管理委員会委員、総務委員会委員、広報委員会委員、認定評
議会評議員、建築家資格制度委員会委員承認の件（筒井専務理事）
　委員会規程第8条により、各委員会委員就任について審議。承認
4．（仮）JIAまちづくり会議および災害対策活動に関する全国会議
設置の件（連理事、岡部氏）
①名称：JIAまちづくり会議
　議長：連（関東）、委員：亀井（関東）、鈴木（北海道）、手島（東北）、
　尾関（東海）、山田（中国）、大原（四国）、久高（沖縄）　承認
②名称：（案）JIA災害対策会議
　会議名称を審議、名称のみ承認
5．役員候補者選挙規程改正の件（上浪総務委員会委員長）
　東海支部選出の理事の改選時期を是正するため、2015年度1年間
に限り、割り当て定数を3名とする。承認
6．JIA・KIT・NPO法人建築文化継承機構三者覚書の件（森副会長）
　「JIA・KIT建築アーカイヴス設立に関する協定書」に基づき三者
による覚書を交わし、その活動の継承と発展を図る。承認
7．「小規模建築物・設計施工一括用請負工事約款」改正版承認の件
（天野民間連合協定工事請負契約約款委員会委員）
　改正建築士法による追加変更を行ったことにより再度審議。承認
8．「小規模建築設計・監理業務委託契約約款」承認および「JIA建
築設計・監理業務委託契約書」の取り扱いの件について（森業務改
善委員会委員長、天野民間連合協定工事請負契約約款委員会委員）

　「小規模建築設計・監理業務委託契約約款」承認
　「JIA建築設計・監理業務委託契約書」の取り扱いは今後検討。

【報告事項】
１．総務委員会報告（準会員・協力会員の本部経費について、委員
会・全国会議体制について）（上浪総務委員会委員長）
　準会員・協力会員の本部経費およびJIA委員会・全国会議体制
（案）についてミッション・組織体制の報告。
2．会員増強進捗状況報告（道家フェローシップ委員会委員長）
　各支部の取り組みの報告。
3．JIA建築家大会2016開催について（筒井専務理事）
　2016年の開催支部は難航する。次回理事懇談会までに検討。
4．活動および業務執行状況報告（筒井専務理事）
	 ①第2四半期決算報告：第2四半期決算では全体公益比率は
56.1％、事業の収支が入ると予断を許さない。

	 ②公共建築発注方式の多様化への対応（公共建築設計懇談会・
DBシンポ開催等）報告。

	 ③建築家資格制度改革の進捗状況報告：大澤委員長より支部会
員集会での説明状況と今後の予定の報告。

	 ④改正建築士法の普及活動などに関する活動報告。
	 ⑤伝統的木造住宅の省エネルギー基準の適用に関する要望書に
ついて。

	 ⑥後援名義承認の報告（会長専決事項）
5．JIA環境会議WG委員について（野沢JIA環境会議議長）
　野沢議長よりこれまでの経緯と理事会からの疑義に対する説明
あり。全国会議として各支部との連携を考え、支部選出委員とWG
委員の役割が不明確な構成は見直す。また会計はJIA内で一本化
する必要があり、受託研究事業なども同じであることを確認。委員
が以前の環境行動ラボのメンバーで固定していることも今後是正
するとのこと。
6．低炭素社会推進会議への活動報告（野沢JIA環境会議議長）
7．長野県神城断層地震支援活動報告（芦原災害対策本部長、上浪
現地災害対策本部長、山口現地災害対策本部長代行）
　地震の発生から今日までの支援活動の報告があり、JIAの実績、
迅速性が自治体に評価され、また支部内各地域会とのネットワー
クは有効に機能したとのこと。今後は各支部とのネットワークを確
立し情報発信をしていきたい。
8．その他（事務局）
　2014年度理事会・理事懇談会開催日程（1月～6月）、黒川紀章建
築都市設計事務所の民事再生法適用申請について。

東海支部の本部理事、2015 年度は３名に
本部理事・東海支部長　石田　壽
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　岐阜地域会長以来、10年ぶりの支部役員会出席でした。公益社団
法人化は構成員である会員の資格や会計基準が厳しく、また会員個人
と本部とで構成される組織体系が基本となり、従来の各地域会・支部の
位置付けや自由度と公益社団法人との整合性には苦労されたことでしょ
う。東海支部は、今日までの支部長・幹事諸氏のご努力で、その組織づ
くりが完成に近い形にできていると感謝しています。今後は組織論（手法）
から本来の目的である「建築とは」「建築家とは」を語
る談論風発の場になり、それが会員拡大にもつながっ
てゆくことでしょう。

日　時：2014年12月19日（金）16：00 ～ 18：00
場　所：昭和ビル5階　JIA支部会議室
出席者：支部長、本部理事、幹事11名、監査2名、オブザーバー7名
1．支部長挨拶
　12月16日（火）会員集会の出席ありがとうございました。会員集会での
諸内容を各地域会に周知させ、より一層議論を深めていただきたい。
2．報告事項

（1）本部報告
①第223回理事会（12/17）（石田）　※P21「理事会レポート」参照
②第17回フェローシップ委員会（12/11）（谷村）
　東海支部の入会者の目標を、愛知6名、静岡3名、三重1名、岐阜1名
とする。
③第9回 本部広報委員会（12/9）（奥野）
　メールマガジンについては、見やすくするよう検討している。JIAロゴ規
定、配布物などの記載基準について…JIA版の簡単なものを作る。（従
来のブルー版のリーフレット用として）。JIAリーフレットについては作成中。
④職能・資格制度/建築家資格制度合同委員会（11/27）（植野）
　本部理事会資料（12月16日の支部会員集会説明会資料に同じ）が基
本的な本部の考え方である。

（2）支部報告
①第2回 東海支部総務委員会（12/4）（奥野）

【審議事項】
　支部総務委員会の職掌

【協議事項】
　支部財政は、現状で毎年約50万円不足している。1～ 2年で財政破
綻をきたす。
1．収入を増やす
○支部会費徴収について
・	12,000円～ 15,000円の範囲で試算作成。
・	愛知地域会の会員減少がつかめないため、不明瞭であり会員減を想
定した試算をする必要がある。

・	資格制度変更による本部会費値上げが議論されている。支部会費の
新設は難題となる。
○支部事業の検討
・	収入が見込める事業はないか（資格制度特別講習会のようなもの）
・	コンペなどに「冠」をつけて収入を増やす。
2．支出を縮小する
○事業見直し

・	支部5委員会事業のうち、主宰は支部、主管は地域会とし、卒コンなど
の支部負担を減らす。

・	事業隔年化の検討もふまえ経費・担当委員の作業負担を減らす。
・	「ARCHITECT」の隔月発刊（メール配信により情報伝達の遅延をフォ
ローする）。原稿料削減→会員記事割合を増やす。
○事務局移転
・	事務局を移転して固定費の削減を検討する。　
②東海支部会員集会（12/16）（鈴木祥司）
　16：00～ 18：00　愛知芸術文化センター12階アートスペースE・Fに
て「JIA正会員は全員登録建築家に」をテーマに行った。出席者42名。
アンケートを実施。回答29名（うち賛成20名、ほぼ賛成5名、反対1名）　
※詳細はP6～ 8に掲載

（3）各地域会からの報告（各地域会長）　※P23「地域会だより」参照
3．議事

（1）審議事項
①第31回 JIA東海支部設計競技（矢田）
　現時点で、広告収入345,000円（予算額）を390,000円に、支部事業
費568,576円（予算額）を523,576円に変更して承認。
②第32回 JIA東海支部設計競技　2015年度予算案（矢田）
　総事業費930,000円にて承認。ただし、協賛金収支を高める方向で
努力をする。
③第22回 JIA東海学生卒業設計コンクール2015 予算案（吉川）
　総事業費を695,000円とする。承認。
④ジュニア会員申込　加藤正司（愛知地域会）（谷村）　承認。
⑤｢坂倉準三学習会開催について｣（中西）
　後援ではなく他団体との共催として追加資料と共に承認。
⑥法人協力会員申込（谷村）
　東海支部として法人会員1名を推薦する。（12月19日付）
　三重地域会所属　㈱TJMデザイン名古屋店　店長　足立憲彦氏。
承認。

（2）協議事項
①2014年度リフレッシュセミナー参加者募集について（久保田）
・	支部から70,000円支給と参加者1人当たり10,000円を負担する。交通
費は本部負担。（ただし参加者総数5名以内：愛知2名、静岡・三重・
岐阜各1名が目安）

・	参加者は1人当たり18,000円が追加で必要であるが、それは各地域会
が負担する。
②｢改正・建築士法の施行にあたり業務報酬基準に準拠した契約の締
結の徹底に関する共同要望の実施について」（石田）

（3）その他
①東海支部事務局　カラー印刷の代金について（久保田）
　A4：3円／枚、A3：5円／枚　とする。（片面印刷）
②｢まちづくり全国会議｣委員派遣について（石田）
　愛知地域会、尾関利勝氏を派遣。
③東海支部「持出役員会(静岡)」について（尾林）
　支部が50,000円負担する。2月27日(金)プラザヴェルテ会議室（沼津
駅北口）にて。
④ゴールデンキューブ賞特別委員会 中間報告（鈴木）

東海支部役員会報告

車戸慎夫｜車戸建築事務所
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東海とっておきガイド　｜静岡編 ｜ 渡辺　隆（渡辺隆建築設計事務所）

　東海道五十三次28番目「見付宿」の街の中心に建つ日本最古の木造
擬洋風小学校校舎です。
　明治5(1872）年の学制発布を受けて開校し、名古屋の堂宮棟梁 伊藤
平右衛門(後の9代目伊藤平左衛門)によって、この新校舎が建設されました。
　漆喰塗りの外壁と隅石、エンタシス様式を模した6本の飾柱のある玄関、シ
ンボリックな棟屋。ヨーロッパの文化を取り込み始めた時代を、迷いも含めて
写し取ったかのような、このミクスチャー建築は、愛嬌のある姿で150年近くに
わたって旧中心街に建ち、磐田のシンボル的な存在です。磐田市見付の出
身者で小学生時代にこの建築を写生したことのない人はいないでしょう！
　現在、5階建ての館内では、教育資料の展示や当時の授業風景を再現し
ています。磐田にお越しの際は見学してみてはいかがでしょうか。

　ＲはロックのＲ。ロックファンのご夫婦が経営されているカ
リー屋さんです。店内にはレコードプレイヤーやスピーカーやピ
アノが置かれていて、壁にはさまざまなアーティストのポストカー
ドやポスターが。美味しいカリーとロックと気さくな人柄のご夫
婦と…。私にとって、仕事の合間に大好きなものに囲まれて
過ごす「Ｒ食堂」さんでの時間は、何物にも換え難いものです。
　「Ｒ食堂」さんには、地元の素材を使用した魅力的なメニュー
がたくさんありますが、中でも私が大好きなのは“チキンカリー”
と季節のラッシー“アップルシナモンラッシー”。磐田名物のオ
モロと呼ばれる煮込んだ豚骨の入った “おもろカリー”もありま
すよ。磐田にお越しの際は、美味しいカリーとロックを味わい
に、ぜひお立ち寄りください！

Ｒ食堂磐田市旧見付学校

76

所在地：静岡県磐田市富丘182-3　TEL 0538-33-8383
営業時間：ランチ11時半～13時半L.O.　ディナー18時～21時L.O.
定休日：火曜日・第3水曜日

地域会だより
＜静岡＞
1/15	 1月定例役員会（拡大）
1/23	 建築関係団体新年会の共同開催
2/3	 静岡県災害対策士業連絡会開催の情報・意見交換会に出席
2/17 	 静岡県建築文化研究会講演会の共同開催。講師：伊礼智氏
2/27	 東部持出役員会・建築ウォッチング
2/27	 東海支部役員会（静岡地域会持出役員会）・懇親会
3/12	 3月定例役員会（拡大）
4/27	 2015年度通常総会
＜愛知＞
1/9	 建築八団体新年互礼会
1/13	 総務委員会　
1/13	 愛知県設備設計監理協会新年互礼会　
1/16	 役員会、CPD講習会・新年会　※詳細はP14に掲載
1/19	 ＜公共建築設計懇談会＞
1/20	 ブリテン委員会＝支部会報委員会
1/21	 支部大会実行委員会第4回
1/22	 事業委員会
1/27	 JSCA中部支部新年互礼会
1/30	 愛知まちなみ建築賞表彰式
1/30	 広報委員会
2/2	 建築八団体連絡会議　総務委員会
2/5	 研修委員会

2/6	 役員会
2/13	 名古屋都市再開発研究会　まちづくり情報交換会
2/14	 建築見学日帰りツアー 2015　―忘れられない建築―in京都
2/18	 法人協力会委員会
2/23	 支部大会実行委員会第5回
＜岐阜＞
1/23	 平成26年度  第７回 役員会・新年会
	 17：30～ 18：10（役員会）  18：10～ 20：00（新年会）　場所：喰なべ
	 2月予定　平成26年度　第8回 役員会
	 場所：ハートスクエアＧ　小研修室
3/10	 視察研修旅行 8：00～ 20：00予定
	 場所：御前崎・中部電力浜岡原子力発電所
3/14	 「第14回ぎふ建築・生活・芸術系学生・生徒優秀作品展」（JIA岐阜地域

会共催）　時間：12：30～ 16：30　場所：じゅうろくてつめいプラザ
＜三重＞
1/16	 第７回例会（総合文化センター）
1/24	 みえ歴史的町並み防災・復興研究会 幹事会／第２回公開研究会  出席
1/25	 伊賀市の賑わい創出にむけて（第１回）～課題と可能性を探る～「坂

倉準三学習会」　出席
1/26～ 29　士法改正 業務報酬基準に準拠した契約締結の徹底に関する要望
	 三会にて行政機関へ訪問（三重県、桑名市、四日市市、鈴鹿市、津市、

松阪市、伊勢市）
2/7　建築文化講演会　講師：三分一博志氏（アスト津　アストホール）

所在地：静岡県磐田市見付2452　開館時間：９時～14時30分　休館日：月曜日
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「逃げ地図」の記事を拝読しました。東日本大
震災以降、自分の環境や建物に求める安全安
心への意識が格段に高くなりました。多くの犠牲
者が出た甚大災害での教訓として当然のことと
いえます。耐震強度や津波への不安、市町村の
液状化や津波避難のハザードマップなど有事
を想定して情報収集すると、日常備えることの大
切さを再認識させられます。わが町豊橋市の電
柱には海抜表示（10m以下）があります。生活
する街に津波が押し寄せたら想定外、逃げるし
かありません。海岸沿いの住民の漠然とした危
険の可視化により、速やかで冷静な避難行動が
可能になると思います、安全な街つくりに結びつく
「逃げ地図」の有効性が評価されて全国に普
及することを願います。
　毎号無意識に読む「ARCHITECT」 の編
集後記に初投稿させていただきました。役員で
なければ会員として活動や交流の機会も少な
いのでJIAの活動や組織の動向を知るうえで
当誌の重要さを改めて知る機会となりました。紙

●この後記を執筆するにあたり、真っ先に
脳裏に浮かんだ記事が東海支部役員会報告
でした。支部財政がこれほどまでに逼迫し、
現状では1～2年で財政破綻をきたす。収入
を増やし、支出を縮小する。そのためには、
「ARCHITECT」の隔月発刊も検討。そんな内
容が報告されています。そもそも、東海支部の
会員にとって「ARCHITECT」とはどんな存在
だったのでしょうか？　私自身はJIAの動向のみ
ならず、「自作自演」や「東海とっておきガイド」で
は、会員の私生活や動向が垣間見えて、自分と
照らし合わせながら楽しく拝読してきました。毎
月の「ARCHITECT」を楽しみにしている会員
の方 も々たくさんいらっしゃると思いますので、よ
り多くの意見をいただけたらと思います。

（西川光広）
●「東北からのメッセージ」、羽島達也さんの

編 集 後 記
媒体を読むことは好きなのですが、逼迫する会
計状況により、内容や刊数削減が検討されてい
ます、意見や議論では解決できない現実を皆様
にまず知っていただきたいと願う次第です。

（伊藤彰彦）

　1945年、横浜市磯子区岡村町。航空機製
造の技術者が資金を持ち寄り「協同の工業・
岡村製作所」がスタートしました。当時需要の
高かったスチール家具の生産が軌道に乗る
と、技術者たちは再び「動くもの」の開発に情
熱を傾け、国内初のトルクコンバーター（流体
変速機）の開発に成功します。1957年に東京
日比谷で開催された第4回全日本モーター
ショーで国産初のＦＦオートマチック車「ミカ
サ」がデビュー。ボディーには航空機の薄板
加工技術が、シートや内装には家具製造の
技術が生かされ、生産はすべて自社で行わ
れました。1960年、家具づくりに専念するため
製造が中止されるまで、数多くの「ミカサ」が
世に送り出されました。創業以来、一つひとつ
製品の中に流れているのは、ものづくりへの

情熱とこだわり。「一流の製品をつくりたい」
というその遺伝子は現在も脈 と々息づいてい
ます。
　1963年には店舗用陳列器具を開発、スー
パーマーケットが普及していく過程で順調に
生産を伸ばしました。1971年にスチールパー
ティション、1975年にスライディングウォールと
建築の高層化・多様化に対応する製品を開

発するなど、さまざまな製品に創業時の遺伝
子が受け継がれています。
　また、「クオリティデザイン」「エコデザイン」
「ユニバーサルデザイン」の3つの観点から上
質なデザインで社会に貢献をすることをポリ
シーとして、著名デザイナーとのコラボレーショ
ンも行っています。2002年に発表したメッシュ
チェア「コンテッサ」は、イタリアのジウジアーロ
氏との協業により世界各国から高い評価を得
ました。
　JIAの皆様とは、弊社製品をご理解いただ
けるよう交流に努めてまいりますので、今後と
もよろしくお願いします。

ものづくりへの情熱とこだわり

小玉真澄｜㈱岡村製作所 中部支社市場開発室

法人協力会通信⑯

●株式会社 岡村製作所 中部支社
〒450-6020 名古屋市中村区名駅1-1-4 JRセントラル
タワーズ20階
TEL 052-551-3170　FAX 052-551-3174

＜愛知＞

ミカサ
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